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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第108期
第２四半期
連結累計期間

第109期
第２四半期
連結累計期間

第108期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 25,096,207 21,490,404 48,425,359

経常利益 (千円) 423,842 331,480 451,321

四半期(当期)純利益 (千円) 255,610 210,699 108,248

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 199,546 178,632 122,553

純資産額 (千円) 15,844,368 15,849,373 15,767,340

総資産額 (千円) 27,373,724 27,117,520 27,643,664

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 13.23 10.91 5.60

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.9 58.4 57.0

営業活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) 430,991 543,186 1,232,149

投資活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △12,133 △529,265 △366,150

財務活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △104,924 △889,822 △113,778

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 4,308,733 3,871,118 4,747,020

　

回次
第108期
第２四半期
連結会計期間

第109期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.34 1.41

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して
おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
３　「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」は、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等により、徐々に持ち直し

の兆しが見られましたが、欧州債務危機による海外景気の下振れや、円高の長期化により、先行きは依然と

して不透明な状況で推移しました。

　配合飼料業界におきましては、主原料である米国産とうもろこしは旱魃による価格高騰の影響が長引い

ており、また、大豆粕相場も海外需給の逼迫懸念から未だに価格の騰勢が収束したとは言い難い状況であ

ることから、原料価格上昇の影響を大きく受けました。

　当社グループとしては、今期に入って４月と７月に２度の配合飼料価格の値上げを行いましたが、原料価

格の上昇を吸収できませんでした。

　その結果、売上高は214億90百万円（前年同期比14.4％減）となりました。利益面につきましては、営業利

益は２億37百万円（前年同期比26.2％減）、経常利益は３億31百万円（前年同期比21.8％減）、四半期純

利益は２億10百万円（前年同期比17.6％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。  

飼料事業  

売上高は208億７百万円（前年同期比14.2％減）となり、セグメント利益（営業利益）は６億86百万

円（前年同期比26.8％増）となりました。　

畜産事業 

売上高は６億83百万円（前年同期比19.2％減）となり、セグメント損失（営業損失）は１百万円（前

年同期のセグメント利益（営業利益）22百万円）となりました。
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(2)財政状態の分析

(資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億26百万円減少し、271

億17百万円となりました。これは、主に短期借入金を返済したことにより現金及び預金が８億75百万円減

少し、配合飼料価格の値上げにより受取手形及び売掛金が３億36百万円増加したことによるものです。

　

(負債の部)

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ６億８百万円減少し、112

億68百万円となりました。これは、主に原材料価格の上昇により支払手形及び買掛金が２億65百万円増加

し、短期借入金が返済により７億84百万円減少したことによるものです。

　

(純資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ82百万円増加し、 　158

億49百万円となりました。これは、主に利益剰余金が１億14百万円増加したことによるものです。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、38億71百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ８億75百万円減少しました。当第２四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況とその要因は次の通りであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は５億43百万円（前年同期得られた資金は４億30百万円）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益が３億31百万円となり、仕入債務が２億59百万円増加した一方、売

掛債権が３億４百万円増加したことによるものです。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は５億29百万円（前年同期使用した資金は12百万円）となりました。これ

は主に、貸付による支出５億96百万円、貸付金の回収による収入３億円、有形固定資産の取得による支出２

億25百万円によるものであります。　

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は８億89百万円（前年同期使用した資金は１億４百万円）となりました。

これは主に、短期借入金が７億84百万円減少し、配当金の支払による支出96百万円によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。
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(5)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は39百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,591,000

計 79,591,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,830,825 20,830,825
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000
株であります。

計 20,830,825 20,830,825 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ─ 20,830,825 ─ 2,011,689 ─ 1,904,186
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

豊田通商㈱ 名古屋市中村区名駅４―９―８ 1,362 6.54

東北グレーンターミナル㈱ 青森県八戸市大字河原木字海岸24―４ 1,153 5.54

㈱カーギルジャパン 東京都千代田区丸の内３―１―１ 1,000 4.80

㈱みなと銀行 神戸市中央区三宮町２―１―１ 963 4.62

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２―７―１ 923 4.43

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１―１―２ 923 4.43

兵庫県信用農業協同組合連合会 神戸市中央区海岸通１ 849 4.08

三井住友海上火災保険㈱ 東京都中央区新川２―27―２ 827 3.97

佐藤産業㈱ 神戸市東灘区住吉浜町18 535 2.57

パシフィックグレーンセンター
㈱

東京都中央区日本橋本町１－１－８ 501 2.41

計 ― 9,036 43.38

(注)　上記のほか当社保有の自己株式が1,510千株(7.25％)あります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 　1,510,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　　19,277,000 19,277 ─

単元未満株式 普通株式　　　　43,825　　 ― ─

発行済株式総数           　20,830,825 ― ―

総株主の議決権 ― 19,277 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含まれて

おります。
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）
日和産業株式会社

神戸市東灘区住吉
浜町19-５

1,510,000 ─ 1,510,000 7.2

計 ― 1,510,000 ─ 1,510,000 7.2

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,747,020 3,871,118

受取手形及び売掛金 ※2
 10,827,365

※2
 11,163,437

商品及び製品 123,123 145,719

仕掛品 314,036 346,415

原材料及び貯蔵品 2,003,578 1,974,552

その他 602,151 526,625

貸倒引当金 △185,703 △182,799

流動資産合計 18,431,572 17,845,069

固定資産

有形固定資産 4,151,336 4,173,493

無形固定資産 10,157 11,245

投資その他の資産

長期貸付金 3,449,183 3,721,939

破産更生債権等 3,676,145 3,725,701

その他 1,624,267 1,625,070

貸倒引当金 △3,699,000 △3,985,000

投資その他の資産合計 5,050,596 5,087,711

固定資産合計 9,212,091 9,272,450

資産合計 27,643,664 27,117,520

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 4,863,187

※2
 5,128,609

短期借入金 5,353,500 4,569,000

1年内返済予定の長期借入金 17,253 8,627

未払法人税等 217,988 131,505

賞与引当金 118,439 122,870

その他 ※2
 926,946

※2
 895,489

流動負債合計 11,497,315 10,856,102

固定負債

長期未払金 112,040 112,040

退職給付引当金 266,968 300,004

固定負債合計 379,008 412,044

負債合計 11,876,323 11,268,147
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,011,689 2,011,689

資本剰余金 1,904,186 1,904,186

利益剰余金 12,083,396 12,197,495

自己株式 △294,054 △294,054

株主資本合計 15,705,217 15,819,316

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 46,184 43,022

繰延ヘッジ損益 15,938 △12,966

その他の包括利益累計額合計 62,123 30,056

純資産合計 15,767,340 15,849,373

負債純資産合計 27,643,664 27,117,520
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 25,096,207 21,490,404

売上原価 23,314,703 19,553,880

売上総利益 1,781,504 1,936,523

販売費及び一般管理費 ※1
 1,460,204

※1
 1,699,244

営業利益 321,299 237,278

営業外収益

受取利息 69,549 67,977

受取配当金 6,558 6,970

為替差益 28,679 27,057

その他 39,497 32,599

営業外収益合計 144,285 134,605

営業外費用

支払利息 35,776 33,758

その他 5,964 6,645

営業外費用合計 41,741 40,403

経常利益 423,842 331,480

特別損失

投資有価証券評価損 257 －

特別損失合計 257 －

税金等調整前四半期純利益 423,584 331,480

法人税、住民税及び事業税 169,000 122,000

法人税等調整額 △1,025 △1,218

法人税等合計 167,974 120,781

少数株主損益調整前四半期純利益 255,610 210,699

四半期純利益 255,610 210,699
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 255,610 210,699

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,885 △3,161

繰延ヘッジ損益 △51,177 △28,905

その他の包括利益合計 △56,063 △32,066

四半期包括利益 199,546 178,632

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 199,546 178,632

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 423,584 331,480

減価償却費 265,811 212,915

貸倒引当金の増減額（△は減少） 50,369 283,096

賞与引当金の増減額（△は減少） 23,096 4,430

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54,490 33,036

受取利息及び受取配当金 △76,107 △74,948

支払利息 35,776 33,758

有形固定資産除売却損益（△は益） △531 △427

投資有価証券評価損益（△は益） 257 －

売上債権の増減額（△は増加） △508,161 △304,975

たな卸資産の増減額（△は増加） △404,214 △25,949

仕入債務の増減額（△は減少） 559,429 259,828

未払消費税等の増減額（△は減少） 64,786 5,992

その他の資産の増減額（△は増加） △48,616 48,537

その他の負債の増減額（△は減少） △95,964 △74,389

小計 344,007 732,384

利息及び配当金の受取額 76,107 74,948

利息の支払額 △65,523 △63,579

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 76,399 △200,567

営業活動によるキャッシュ・フロー 430,991 543,186

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △59,598 △225,405

有形固定資産の売却による収入 709 708

貸付けによる支出 △679,800 △596,000

貸付金の回収による収入 726,612 300,933

その他 △57 △9,502

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,133 △529,265

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △784,500

長期借入金の返済による支出 △8,626 △8,626

自己株式の取得による支出 △43 －

配当金の支払額 △96,255 △96,696

財務活動によるキャッシュ・フロー △104,924 △889,822

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 313,933 △875,901

現金及び現金同等物の期首残高 3,994,799 4,747,020

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,308,733

※1
 3,871,118
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【会計方針の変更等】
当第２四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

　連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次の通り債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

㈲拓新 100,000千円 100,000千円

他４社 144,186千円 129,354千円

計 244,186千円 229,354千円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 390,557千円 366,619千円

支払手形 4,544千円 4,516千円

その他
（設備関係支払手形）

6,193千円 3,051千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

運賃保管料 344,815千円 346,992千円

飼料価格安定基金負担金 430,044千円 479,471千円

従業員給与手当 176,195千円 166,498千円

貸倒引当金繰入額 35,311千円 283,096千円

賞与引当金繰入額 46,146千円 35,719千円

退職給付費用 61,466千円 34,814千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金勘定 4,308,733千円 3,871,118千円

現金及び現金同等物 4,308,733千円 3,871,118千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 96,602 5.00平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 96,600 5.00平成24年３月31日平成24年６月29日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

日和産業株式会社(E00454)

四半期報告書

17/21



　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
(千円)
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(千円)
(注)２

飼料事業
(千円)

畜産事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 24,250,978845,22925,096,207 ― 25,096,207

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

504,080 ― 504,080△504,080 ―

計 24,755,059845,22925,600,288△504,08025,096,207

セグメント利益 541,45622,521563,978△242,679 321,299

(注)１　セグメント利益の調整額△242,679千円には各報告セグメントへ配賦していない費用（管理部門に係る費用

等）240,440千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
(千円)
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(千円)
(注)２

飼料事業
(千円)

畜産事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,807,260683,14321,490,404 ― 21,490,404

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

430,442 ― 430,442△ 430,442 ―

計 21,237,703683,14321,920,846△ 430,44221,490,404

セグメント利益又は損失（△） 686,799△ 1,731685,068△ 447,789237,278

(注)１　セグメント利益の調整額△447,789千円には各報告セグメントへ配賦していない費用（管理部門に係る費用

等）444,864千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 13円23銭 10円91銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 255,610 210,699

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 255,610 210,699

普通株式の期中平均株式数(株) 19,320,355 19,320,026

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月12日

日和産業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　田　　　　　豊　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　市　　裕　　之    印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日和
産業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日和産業株式会社及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

日和産業株式会社(E00454)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

